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～景気敏感株に注目～

初めに

先週末の米国株は大幅安、それを受けた昨日の日本株も下落しています。しかし自分はこの
日本株の下落は米連邦公開市場委員会（FOMC）の結果に対する過剰反応であり今後日本株は
上昇に転じると見ています。今回はそう考える理由を説明します。

早期利上げの主張が増加した米連邦公開市場委員会

日米の株価下落の理由は先週行われたFOMCで早期利上げを主張する声が増加したことです。
利上げはまだ先と考えていた市場参加者はこのFRBの発表を受けパニック気味に株式を売却し
たと思われます。これが今回の日米株下落の背景です。

FRBの利上げは良い利上げ

しかし考えてみてください。もし景気が悪いのに利上げをするのであればそれは悪い利上げ
として株価が下落しても仕方ありません。しかし現在米景気は新型コロナの影響から立ち直り
好調を維持しています。一方インフレ率は上昇傾向です。この様に考えて今回FRBで利上げ前
倒しの声が高まったのは当然のことと見ています。

日本の景気も回復を見込む

米国には遅れていますが日本の景気も改善しつつあるようです。昨日の日本経済新聞は一面
で2021年度の設備投資が2年ぶりに増加、前年度比10.8％増える見通しと報じました。回復が
遅れていた旅行・外食産業などもワクチン接種が進めば持ち直すと見ています。星野リゾート
は来年春に過去最大の700人採用を予定しています。

日本株の下落は投資家のパニック売り

FOMCを受けて株価が下落したのはこれが金利の上昇を招き株価のバリュエーションが低下
することを懸念したからです。バリュエーションが高い株が多い米国ならばそういった懸念も
分かりますが元々バリュエーションが低い日本株にとってはこれは株式を売却する理由にはな
らないでしょう。昨日の日本株の下落は一時的にパニックに陥った投資家の売りが原因と思う
所以です。

景気敏感株に注目

投資戦略にも触れておきます。今後アメリカに遅れて日本でも景気の改善を見ています。
従って景気敏感株に注目ということになりますが特にコロナの打撃が大きかった外食・旅行・
レジャー関連などに注目していることは以前からお話ししているとおりです。また日本は別か
もしれませんが世界的にはインフレ圧力が高まりつつあるので資源株などインフレでメリット
を受ける企業への投資も有望との見方です。


